
平成２６年度

【 内 容 】

○
○
○

※

Ⅰ　９月の主な病害虫の防除要否、発生・防除時期、防除の要点

【 水　稲 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

並

━━━━ ━━━━
←─── ─→

今月の防除

等

等

◉

◉

農薬を使用する際は、必ずラベルの記載事項を確認し、使用基準を遵守するとともに飛散防止に努めましょう。

Ⅲ ９月の気象予報(気象庁 地球環境･海洋部8月25日発表3か月予報) ･･････････････････ 15

Ⅰ ９月の主な病害虫の防除要否、発生・防除時期、防除の要点 ･･･････････････････････ 1

Ⅱ ９月の病害虫発生予報の内容とその根拠 ････････････････････････････････････････ 12

【水稲、カンキツ、ナシ、ブドウ、カキ、チャ、抑制トマト、抑制キュウリ、促成イチゴ、ナス、ネギ、キャベツ、ダイコン】

病 害 虫 防 除 部

イ ン タ ー ネ ッ ト

ＴＥＬ　0463 - 58 - 0333

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f450002/

神 奈 川 県 農 業 技 術 セ ン タ ー

病害虫情報(第６号)９月予報
平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日

生　育
〈生育調査：生産技術部・キヌヒカリ〉

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

斑点米カメムシ類

ウンカ類

★ 農薬使用のポイント

掲載農薬は一般的な場合を想定し、防除効果を優先して選定しています。
収穫期の作物が近接している場合など、個別に残留基準値の設定状況を考慮する必要がある場合は関係機関
にご相談ください。

農薬に関する情報は、平成26年8月8日までの農薬登録情報に基づいて記載しています。

発生
予想

防除
要否

発 生 ・ 防 除 時 期
防 除 の ポ イ ン ト９月病 害 虫 名

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

並 △
❖トビイロウンカは、水田をよく観
察し、飛来が認められたら直ちに
防除する。

やや多 ○

❖斑点米カメムシ類による登熟期
までの加害が、斑点米被害の原
因となる。
❖出穂期に防除してない水田や
出穂時期が遅い水田では、発生
に特に注意する。

《 登 熟 期 》

トビイロウンカ

ウンカ類
　トビイロウンカ

斑点米カメムシ類 ダントツ粒剤 [7日,3回]　3～4kg/10a

ダントツ水溶剤 [7日,3回]　4,000倍

アルバリン 又は スタークル顆粒水溶剤 [7日,3回]　3,000倍

アルバリン 又は スタークル顆粒水溶剤 [7日,3回]　2,000倍

アルバリン、スタークル：有効成分であるジノテフランの総使用回数は本田で3回以内。

アルバリン又はスタークル顆粒水溶剤を飼料用米栽培に使用する場合は、次の対策
に留意すること。
(1)飼料用米について、出穂以降(ほ場において出穂した個体が初めて確認される時点以
降をいう。以下同じ。） に農薬の散布を行う場合には、家畜へは籾摺りをして玄米で給餌
すること。
(2)籾米のまま、もしくは籾殻を含めて家畜に給餌する場合は、出穂以降の農薬の散布は
控えること。
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【 カンキツ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

並

～～～～ ～～～～ ～～～～ ━━━━
───→

～～～～ ～～～～ ～～～～ ━━━━
───→

～～～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～

～～～～ ～～～～ ━━━━ ━━━━
───→

━━━━ ━━━━ ━━━━ ～～～～
───→ ←─── ───→

今月の防除
ジマンダイセン水和剤 又は ペンコゼブ水和剤

みかん：[30日,4回] 400～800倍
みかんを除くかんきつ：[90日,4回] 600～800倍 等

コサイド３０００ [生育期,－] 2,000倍 ＋ クレフノン [－,－] 200倍

カスミンボルドー 又は カッパーシン水和剤

＋ クレフノン [－,－] 200倍 等

《 果 実 肥 大 期 》

❖微小で発見しにくいので、果頂
部や果こう部の加害痕に注意。
❖８月下旬に防除した場合は不
要。

❖８月下旬に防除した場合は不
要。

みかん：[7日,5回] 1,000倍、みかんを除くかんきつ：[45日,5回] 1,000倍

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

病 害 虫 名
発生
予想

防除
要否

病害虫情報 (Ｈ26・No.6)

❖８月下旬に防除した場合は不
要。

(予･治)

△
チャノキイロアザミウマ

発 生 ・ 防 除 時 期

生　育
〈生育調査：足柄地区事務所根府川分室・普通温州〉

黒点病

かいよう病(中晩柑類) やや少

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

やや少 ○

❖傷口から感染するため、台風
通過が予想される前には予防散
布を行う。
❖８月下旬に防除した場合は不
要。

並

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

並 ○

    ミカンハダニ

    ミカンサビダニ

並

○

(予)

(予)

黒点病

かいよう病

……………… 神奈川県農業技術センター

○

防 除 の ポ イ ン ト９月

カメムシ類 多 ◎ ❖果樹カメムシ類に関する注意
報を平成26年8月22日に発表。←───発 生 適 時 防 除───→

カメムシ類 アルバリン又はスタークル顆粒水溶剤 [前日,3回] 2,000倍

アクタラ顆粒水溶剤 [14日,3回] 2,000倍

ロディー乳剤 [7日,4回] 2,000倍 等

◉ アルバリン又はスタークル：チャノキイロアザミウマ(1,000～2,000倍)にも適用あり。

◉ アクタラ：アザミウマ類にも適用あり。

◉ ロディー：チャノキイロアザミウマにも適用あり。

キラップフロアブル[21日,2回]1,000～2,000倍 等

ダニエモンフロアブル [7日,1回] 4,000～6,000倍

カネマイトフロアブル [7日,1回] 1,000～1,500倍 等

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1年間での使用回数を制限することが望ましい農薬です。

　→その他の殺菌剤との混用の場合：１年２回

チャノキイロアザミウマ

▶ＱｏＩ剤（ストロビー、ファンタジスタ）
　→単剤あるいはＳＤＨＩ剤との混合剤（ナリア）の場合：1年1回

ミカンサビダニ

ミカンハダニ

カメムシ類

★ 農薬使用のポイント
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【 ナ　シ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

早

━━━━ ━━━━ ━━━━ ～～～～

←─── ───→
～～～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～
←──→
～～～～ ～～～～ ～～～～

今月の防除
オキシラン水和剤 [3日,9回] 500～600倍 等

オンリーワンフロアブル [前日,3回]2,000倍 等

発生
予想

防除
要否

発 生 ・ 防 除 時 期

病害虫情報 (Ｈ26・No.6) ……………… 神奈川県農業技術センター

カメムシ類

生　育

(予)

(予･治)

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

△

やや少 ○

防 除 の ポ イ ン ト

〈生育調査：生産技術部果樹花き研究課・豊水〉

黒星病

うどんこ病

←─発 生 適 時 防 除─→

うどんこ病

カメムシ類 多

やや少

黒星病

病 害 虫 名

❖９月下旬～10月上旬の降雨に
より、来年の芽に感染し越冬する
ので、発病園では必ずこの時期
に防除を行う。

重点防除期間
 (りん片への感染時期)

《 収 穫 期 》

９月

◎ ❖果樹カメムシ類に関する注意
報を平成26年8月22日に発表。

ダントツ水溶剤 [前日,3回] 2,000～4,000倍

アクタラ顆粒水溶剤 [前日,3回] 2,000倍 等

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤とＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1年間での使用回数を制限することが望ましい農薬です。

　→単剤あるいはＳＤＨＩ剤との混用の場合：1年2回

　→単剤あるいはＱｏＩ剤との混用の場合：1年2回

【 ブドウ 】

１０月
(平年比) 上 中 下 上

━━━━ ━━━━ ━━━━
←─── ───→

今月の防除
Ｚボルドー [－,－] 500～800倍 ＋ クレフノン [－,－] 100倍 等

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤とＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1年間での使用回数を制限することが望ましい農薬です。

　→ＳＤＨＩ剤以外の殺菌剤との混用や混合剤（ホライズン）の場合：１年２回

　→ＱｏＩ剤以外の殺菌剤との混用や混合剤の場合：１年２回

【 カ　キ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

～～～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～

今月の防除
ダントツ水溶剤 [7日,3回] 2,000～4,000倍

モスピラン顆粒水溶剤 [前日,3回] 2,000～4,000倍

テルスターフロアブル [3日,2回] 3,000～6,000倍 等

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

防除
要否

◎ ❖果樹カメムシ類に関する注意
報を平成26年8月22日に発表。

(予)

多

カメムシ類

カメムシ類

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

病 害 虫 名

　べと病 やや多

９月
発生
予想

▶ＱｏＩ剤（アミスター１０、ストロビー、ファンタジスタ）

▶ＳＤＨＩ剤（フルーツセイバー）

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

○

病 害 虫 名
発生
予想

防除
要否

発 生 ・ 防 除 時 期

発 生 ・ 防 除 時 期

▶ＱｏＩ剤（フリント、アミスター１０、ストロビー、ファンタジスタ）

カメムシ類
←───発 生 適 時 防 除───→

防 除 の ポ イ ン ト９月

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

❖り病葉は園外に持ち出し埋め
る。

べと病

▶ＳＤＨＩ剤（フルーツセイバー）
　→単剤あるいはＱｏＩ剤との混用や混合剤の場合：1年1回

防 除 の ポ イ ン ト

　→単剤あるいはＳＤＨＩ剤との混用や混合剤の場合：1年1回
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【 チャ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

並

━━━━ ～～～～ ～～～～ ～～～～
←─── ───→
━━━━ ━━━━ ～～～～ ～～～～
←─── ───→
━━━━ ━━━━ ━━━━ ━━━━
───→

━━━━ ━━━━ ━━━━ ━━━━
←──→

今月の防除
フロンサイドＳＣ [14日,1回] 2,000倍

インダーフロアブル [7日,2回]

炭疽病：5,000～8,000倍、もち病：5,000倍 等

◉

チャノキイロアザミウマ カスケード乳剤 [7日,2回]

チャハマキ スピノエースフロアブル [7日,2回]

コテツフロアブル [7日,2回]

等

◉ カスケード：ヨモギエダシャクにも適用あり。

◉ スピノエース：ヨモギエダシャク(4,000倍)にも適用あり。

◉ コテツ：チャトゲコナジラミ、ヨモギエダシャクにも適用あり。

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1年間での使用回数を制限することが望ましい農薬です。
▶ ＱｏＩ剤（アミスター２０、ストロビー、ファンタジスタ）

→単剤の場合：１年１回
→その他の殺菌剤との混用の場合：１年２回

❖常発地では、必ず防除。

防 除 の ポ イ ン ト

○

○

並 △

並

発生
予想

……………… 神奈川県農業技術センター

９月

○

○

(Ｈ26・No.6)

並

病 害 虫 名

炭疽病

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

チャノキイロアザミウマ、チャノミドリヒメヨコバイ、
チャノコカクモンハマキ、カンザワハダニ：2,000倍

★ 農薬使用のポイント

防除
要否

発 生 ・ 防 除 時 期

❖発生に十分注意し、早めに防
除。

チャノコカクモンハマキ

★ 農薬使用のポイント

フロンサイド：芽生育初期に使用する。また輪斑病、新梢枯死症(輪斑病菌による)にも
適用あり。

チャノキイロアザミウマ、チャノミドリヒメヨコバイ、チャハマキ、
チャノコカクモンハマキ、チャノホソガ：4,000倍

チャノキイロアザミウマ、チャノコカクモンハマキ、
チャノホソガ：2,000～4,000倍、チャハマキ：4,000倍

病害虫情報

並 △

〈生育調査:北相地区事務所研究課・やぶきた〉

(予)

(予･治)

《 秋 芽 生 育 期 》

チャノミドリヒメヨコバイ

チャノキイロアザミウマ

チャノミドリヒメヨコバイ

ハマキムシ類

チャノホソガ

カンザワハダニ

炭疽病

もち病

ハマキムシ類

チャノホソガ

カンザワハダニ

やや多

やや少

もち病 やや少 △

生　育

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期
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【 抑制トマト 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

━━━━ ━━━━ ━━━━ ～～～～
←──→ ←──→

━━━━ ━━━━ ━━━━ ～～～～
←──→ ←──→

～～～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～

←─── ──── ──── ───→

今月の防除
インプレッション水和剤 [発病前～発病初期,－]

葉かび病：500倍、うどんこ病：500～1,000倍

ダコニール1000 [前日,4回]1,000倍

ベルクートフロアブル [前日,3回] 2,000～4,000倍 等

アルバリン 又は スタークル顆粒水溶剤 [前日,2回]

コナジラミ類：2,000～3,000倍

サンマイトフロアブル [前日,2回]

コナジラミ類：1,000～ 1,500倍

チェス顆粒水和剤 [前日,3回] 5,000倍

エコピタ液剤 [前日,－]

コナジラミ類：100～200倍、アブラムシ類：100倍 等

◉ サンマイト：施設内の極端な高温時、幼苗期の薬害に注意する。

◉ エコピタ：うどんこ病(100～200倍)にも適用あり。

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤とＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1作での使用回数を制限することが望ましい農薬です。
▶ ＱｏＩ剤（アミスター２０、ファンタジスタ）

→単剤あるいはＳＤＨＩ剤との混用の場合：１作１回
→ＳＤＨＩ剤以外の殺菌剤との混用もしくは混合剤（アミスターオプティ、ホライズン）の場合：１作２回

▶ ＳＤＨＩ剤（アフェット、カンタス）
→単剤あるいはＱｏＩ剤との混用の場合：１作１回
→ＱｏＩ剤以外の殺菌剤との混用の場合：１作２回

アブラムシ類

葉かび病

○

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

病害虫情報

－

❖施設が多湿にならないよう管理
する。

うどんこ病

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

……………… 神奈川県農業技術センター(Ｈ26・No.6)

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

すすかび病

発 生 ・ 防 除 時 期
防除
要否

❖タバココナジラミはＴＹＬＣＶ(ト
マト黄化葉巻病）を媒介。

(予)

(予)

★ 農薬使用のポイント

タバココナジラミ

コナジラミ類

やや少 ○

アブラムシ類

○

病 害 虫 名
発生
予想

すすかび病

葉かび病

うどんこ病

タバココナジラミ

○

－ ○

やや多

－

(予･治)

防 除 の ポ イ ン ト９月

☞本ぽ内外の雑草防除を徹底する。 
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【 抑制キュウリ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

━━━━ ━━━━ ━━━━ ～～～～
←─── ──── ──── ───→

～～～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～
←─── ──── ──── ───→

今月の防除
ダコニール１０００ [前日,8回] 1,000倍

ジマンダイセン水和剤又はペンコゼブ水和剤 [前日,3回]

褐斑病：600倍、べと病：600～800倍

インプレッション水和剤 [発病前～発病初期,－]

うどんこ病：500～1,000倍

ハチハチ乳剤 [前日,2回] 1,000倍

ベルクートフロアブル [前日,5回] うどんこ病、褐斑病：2,000倍 等

◉ ハチハチ：幼苗期に使用すると薬害を生じる恐れがある。

ハチハチ乳剤 [前日,2回]　1,000～2,000倍

スピノエース顆粒水和剤 [前日,2回] アザミウマ類：5,000倍

モスピラン顆粒水溶剤 [前日,3回]

コルト顆粒水和剤 [前日,3回] アブラムシ類、コナジラミ類：4,000倍 等

◉ ハチハチ：ウリノメイガにも適用あり。

◉ スピノエース：ハモグリバエ類、ウリノメイガにも適用あり。

◉ モスピラン：ウリノメイガ(2,000倍)にも適用あり。

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤とＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1作での使用回数を制限することが望ましい農薬です。
▶ ＱｏＩ剤（アミスター２０、ファンタジスタ）

→単剤あるいはＳＤＨＩ剤との混用の場合：１作１回
→ＳＤＨＩ剤以外の殺菌剤との混用もしくは混合剤（アミスターオプティ、ファンベル、ホライズン）の場合：１作２回

▶ ＳＤＨＩ剤（アフェット、カンタス）
→単剤あるいはＱｏＩ剤との混用の場合：１作１回
→ＱｏＩ剤以外の殺菌剤との混用の場合：１作２回

○

❖ＣＭＶ等（モザイク病）を媒介。

褐斑病

(予)

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

○

並

(予)

(Ｈ26・No.6) ……………… 神奈川県農業技術センター

★ 農薬使用のポイント

アザミウマ類、アブラムシ類：2,000～4,000倍、コナジラミ類：2,000倍

発生
予想

○－

－ ○

アブラムシ類

コナジラミ類

❖ＣＣＹＶ（退緑黄化病）を媒介。

(予)

(予･治)

(予･治)

アザミウマ類

ミナミキイロアザミウマ

うどんこ病

❖ＭＹＳＶ（黄化えそ病）を媒介。

べと病

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

コナジラミ類

ミナミキイロアザミウマ

－

－ ○

やや少 ○

病害虫情報

病 害 虫 名

べと病

うどんこ病

発 生 ・ 防 除 時 期
９月

アブラムシ類

褐斑病

防除
要否

❖多湿状態で施設を閉め切ると
病気が蔓延するので、午後は換
気に努める。

★ 農薬使用のポイント

防 除 の ポ イ ン ト

☞育苗施設、本ぽ内外の 

    雑草防除を徹底する。 

－6－



【 促成イチゴ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

～～～～ ━━━━
←─── ─→

━━━━ ━━━━
←─── ─→ ←──→

━━━━ ━━━━
←─ ─→

～～～～ ～～～～
←─── ─→ ←──→
━━━━ ━━━━
←─── ─→
～～～～ ━━━━

←─ ─→

今月の防除
【育苗期】

タフパール [育苗期～前日,－] 2,000～4,000倍

サンリット水和剤 [前日,3回] 2,000倍

ベルクートフロアブル [育苗期（定植前）,5回] 1,000倍 等

【育苗期】

タフパール [発病前～発病初期,－] 2,000～4,000倍

サンリット水和剤 [前日,3回] 2,000～4,000倍

ベルクートフロアブル [育苗期（定植前）,5回] 1,000倍

【定植後】

インプレッション水和剤 [発病前～発病初期,－] 500～1,000倍

サンヨール [前日,6回] 500～1,000倍

カリグリーン [前日,－] 800～1,000倍 等

モスピラン粒剤 [定植時,1回]

オンコル粒剤５ [定植時,1回]

等

◉

コテツフロアブル [前日,2回] 2,000倍

アニキ乳剤 [前日,3回] 2,000倍 等

◉ アニキ：オオタバコガ(1,000～2,000倍)にも適用あり。

コテツフロアブル [前日,2回] 2,000倍 等

◉ コテツ：ミカンキイロアザミウマ、シクラメンホコリダニにも適用あり。

ダイアジノンＳＬゾル
[ポット育苗時,1回] 育苗ポット灌注：500倍（1,000L/10a）
[定植前(本圃),1回] 全面土壌混和：25倍（100L/10a） 等

◉ ダイアジノン：総使用回数は2回。

タフパールとの散布間隔　（出光興産(株)ホームページより抜粋）

▶

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤とＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1作での使用回数を制限することが望ましい農薬です。
▶ ＱｏＩ剤（アミスター２０、ストロビー、ファンタジスタ）
　→単剤の場合：１作１回
　→その他の殺菌剤との混用もしくは混合剤（ファンベル）の場合：１作２回
▶ ＳＤＨＩ剤（アフェット、カンタス）
　→単剤の場合：１作１回
　→その他の殺菌剤との混用の場合：１作２回

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

炭疽病

❖発病した株の治療効果は期待
できないので、発病株とその隣接
株は速やかに処分する。

～ ～ ( 定 植 ) ～ ～
－

防 除 の ポ イ ン ト

❖本ぽに持ち込まないよう防除を
徹底する。

○

炭疽病

病害虫情報 (Ｈ26・No.6)

△

～ ～ ( 定 植 ) ━ ━

発 生 ・ 防 除 時 期

コガネムシ類幼虫

○

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

(予･治)

(予)

(予)

(予･治)

(予･治)

……………… 神奈川県農業技術センター

－ ○

やや少

★ 農薬使用のポイント

★ 農薬使用のポイント

モスピラン：「植穴土壌混和」及び「株元散布」は合計1回。「植穴土壌混和:1g/株」はコ
ナジラミ類、コガネムシ類幼虫にも適用あり。

ハスモンヨトウ

ハダニ類

コガネムシ類幼虫

サンリット、サンヨール、カリグリーン：3日以上、ベルクート(水和剤)：10日以上、コテツ、ダイアジノン(乳
剤40)：混用事例あり

━ ━ ( 定 植 ) ━ ━

９月

❖高温時は病徴が見られない
が、定期的な予防散布を徹底す
る。

ハスモンヨトウ

ハダニ類

━ ━ ( 定 植 ) ━ ━

━ ━ ( 定 植 ) ━ ━

～ ～ ( 定 植 ) ～ ～

○

並 ○

病 害 虫 名
発生
予想

うどんこ病

アブラムシ類

並

－

防除
要否

★ 農薬使用のポイント

★ 農薬使用のポイント

アブラムシ類

(予)

うどんこ病

(治)

植穴土壌混和：0.5～1g/株 又は 株元散布：0.5g/株

植穴土壌混和 又は 植溝土壌混和：4kg/10a

(予)

(予･治)
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【 ナ　ス 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

～～～～ ～～～～ ━━━━ ━━━━
←──→

～～～～ ～～～～ ～～～～ ～～～～
←──→ ←──→
～～～～ ～～～～ ━━━━ ━━━━
←──→

今月の防除
アファーム乳剤 [前日,2回] 2,000倍

コテツフロアブル [前日,4回] 2,000倍 等

◉ アファーム：ハスモンヨトウ、マメハモグリバエにも適用あり。

◉ コテツ：ハスモンヨトウ、ヨトウムシにも適用あり。

アファーム乳剤 [前日,2回] 2,000倍

コテツフロアブル [前日,4回] 2,000倍

トルネードエースＤＦ [前日,2回] 2,000倍 等

コテツフロアブル [前日,4回] 2,000倍

マイトコーネフロアブル [前日,1回] ハダニ類：1,000倍 等

薬剤耐性菌の発生を防ぐために　※この欄の記載農薬は、病害虫情報に掲載（予定）されているものです。

◉ ＱｏＩ剤とＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌発生のリスクが高いので、1作での使用回数を制限することが望ましい農薬です。
▶ ＱｏＩ剤（アミスター２０、ストロビー）
　→単剤あるいはＳＤＨＩ剤との混用の場合：１作１回
　→ＳＤＨＩ剤以外の殺菌剤との混用もしくは混合剤（アミスターオプティ、ホライズン）の場合：１作２回
▶ ＳＤＨＩ剤（アフェット、カンタス）
　→単剤あるいはＱｏＩ剤との混用の場合：１作１回
　→ＱｏＩ剤以外の殺菌剤との混用の場合：１作２回

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

アザミウマ類

オオタバコガ

……………… 神奈川県農業技術センター

防 除 の ポ イ ン ト

ミナミキイロアザミウマ

ミカンキイロアザミウマ ★ 農薬使用のポイント

病 害 虫 名

○

防除
要否

ハダニ類

チャノホコリダニ

チャノホコリダニ

○

並

(Ｈ26・No.6)

９月

○並

発 生 ・ 防 除 時 期

病害虫情報
［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

○

並

並

オオタバコガ

ハダニ類

○

ミナミキイロアザミウマ

ミカンキイロアザミウマ

やや多

発生
予想

－8－



【 ネ　ギ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ～ ～ ～～
←──→ ←─ ─→　　 ←──→

～ ～ ～～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～
←──→ ←─ ─→　　 ←──→

今月の防除
▶ ネギの農薬散布には、固着性のよい展着剤を必ず加用する。

ジマンダイセン水和剤 又は ペンコゼブ水和剤 [14日,3回] 600倍

ダコニール１０００ [14日,3回] 1,000倍

ベルクート水和剤 [30日,3回] 2,000倍 等

◉ ジマンダイセン、ペンコゼブ：べと病にも適用あり。

◉ ダコニール：べと病にも適用あり。

モスピラン顆粒水溶剤 [7日,3回] アザミウマ類：2,000倍

アニキ乳剤 [3日,3回]

ネギアザミウマ：1,000倍、シロイチモジヨトウ：1,000～2,000倍

ボタニガードＥＳ [発生初期,－] アザミウマ類：500～1,000倍

ファルコンフロアブル [前日,2回] シロイチモジヨトウ：4,000倍 等

ボタニガードとの散布間隔　（アリスタライフサイエンス(株)ホームページより抜粋）

▶ ジマンダイセン、ダコニール、ベルクート：3日程度

(予･治)

病 害 虫 名

さび病

－ ○

発生
予想

防除
要否

さび病

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

(予)

❖発生初期から定期的に防除す
る。

シロイチモジヨトウ

並

(予)

○

並 ○

黒斑病

ネギアザミウマ

共通事項

❖肥料不足や窒素過多にすると
発病しやすいので、適切な肥培
管理を行う。

－ ○

(Ｈ26・No.6) ……………… 神奈川県農業技術センター

発 生 ・ 防 除 時 期
防 除 の ポ イ ン ト９月

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

病害虫情報

黒斑病

ネギアザミウマ

★ 農薬使用のポイント

シロイチモジヨトウ

－9－



【 キャベツ 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

( 定 植 ) ━ ━ ━ ━━ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～
← ─ ─→ ←─ ─→
( 定 植 ) ━ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～
← ─ ─→ ←─ ─→ ← ─ ─→

( 定 植 ) ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～ ━ ━ ━━
← ─ ── ─ ─ ─→

今月の防除
Ｚボルドー [－,－] 500倍

リドミルゴールドＭＺ [30日,3回] 1,000倍 等

◉

【育苗期後半又は定植時：粒剤施用】

ダントツ粒剤

ネギアザミウマ：[育苗期後半,1回] 0.5g/株

【定植前：苗地床灌注】

ジュリボフロアブル [は種時～育苗期後半,1回]

ハイマダラノメイガ、ハスモンヨトウ、ネギアザミウマ：

　1,000倍（苗地床1㎡あたり2L）

【定植前：セル成型育苗 又は ペーパーポット育苗灌注】

プレバソンフロアブル５ [育苗期後半～定植当日,1回]

ジュリボフロアブル [育苗期後半～定植当日,1回]

ハイマダラノメイガ、ハスモンヨトウ、ネギアザミウマ：

【定植後：散布】

フローバックＤＦ [発生初期(但し､前日),－]

ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ハイマダラノメイガ：1,000倍

ディアナＳＣ [前日,2回]2,500～5,000倍

等

◉

◉

◉

◉

◉ フローバック：コナガ(1,000～2,000倍)、ヨトウムシ(1,000倍）にも適用あり。

◉ ディアナＳＣ：コナガ、ヨトウムシにも適用あり。

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

　オオタバコガ

　ハイマダラノメイガ

ネギアザミウマ

ハスモンヨトウ

オオタバコガ

ハイマダラノメイガ

プレバソン：【セル成型育苗又はペーパーポット育苗灌注】はコナガ、ヨトウムシにも適用
あり。

プレバソン、ジュリボ：ともにクロラントラニリプロールを含むので、重複使用しないこと。
なお、プレバソン、ジュリボの灌注処理は、いずれか1回のみ。

べと病

やや多

防 除 の ポ イ ン ト

ハイマダラノメイガ：[育苗期後半,1回] 0.5g/株 又は [定植時,1回] 1～2g/株

ハイマダラノメイガ、ハスモンヨトウ：100倍（1箱又は1冊あたり0.5L）

200倍（1箱又は1冊あたり0.5L）

ジュリボ：【苗地床灌注】はコナガ、アブラムシ類にも適用あり。【セル成型育苗 又は
ペーパーポット育苗灌注】はコナガ、アブラムシ類、ヨトウムシにも適用あり。

Ｚボルドー：クレフノン([－,－] 100～200倍)を加用する。黒腐病､軟腐病にも適用あ
り。

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

病害虫情報 (Ｈ26・No.6) ……………… 神奈川県農業技術センター

病 害 虫 名
発生
予想

○

－ ○

－

９月

ダントツ：【育苗期後半】はアブラムシ類、コナガ、ネキリムシ類にも適用あり。【定植時】
はアブラムシ類(1g/株)、コナガ(2g/株）にも適用あり。

○

(予)

(予･治)

★ 農薬使用のポイント

並 ○

○

（ダイコンシンクイムシ）

★ 農薬使用のポイント

－

防除
要否

発 生 ・ 防 除 時 期

　べと病

　ネギアザミウマ

　ハスモンヨトウ

－10－



【 ダイコン 】

10月
(平年比) 上 中 下 上

━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━
← ─ ── ─ ─ ─→
～ ～ ～～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～～ ～ ━ ━━
← ─ ─→ ←─ ─→

今月の防除
【は種時：粒剤施用】

オンコル粒剤５ アブラムシ類：[は種時,1回] 3kg/10a

アクタラ粒剤５ アブラムシ類：[は種時,1回] 4kg/10a

【発芽後：散布】

オルトラン水和剤 又は ジェイエース水溶剤 [14日,2回]

アクセルフロアブル [7日,2回]

ハイマダラノメイガ：1,000～2,000倍 等

◉ オンコル：キスジノミハムシ(3～6kg/10a)にも適用あり。

◉ オルトラン：カブラハバチ(1,500倍)にも適用あり。

◉ アクセル：キスジノミハムシ(1,000倍)、カブラハバチ(1,000～2,000倍)にも適用あり。

アブラムシ類：1,500～2,000倍、ハイマダラノメイガ：1,500倍

やや少 ○

防 除 の ポ イ ン ト９月

❖ＣＭＶ等（モザイク病）を媒介。

（ダイコンシンクイムシ）

★ 農薬使用のポイント

発生
予想

発 生 ・ 防 除 時 期
防除
要否

ハイマダラノメイガ

アブラムシ類

アブラムシ類

ハイマダラノメイガ － ◎

［発生・防除時期］　━━━━ 発生時期 　～～～～ 多発時期 　………… 感染時期   ←──→ 防除適期

［使用時期］　｢収穫＊日前まで｣を｢＊日｣に、｢収穫前日まで｣を｢前日｣に省略

病 害 虫 名

生 育 初 期 重 点 防 除

［防除要否］ ◎：追加防除が必要　○：通常防除　△：必要に応じて防除　×：防除の必要なし

病害虫情報 (Ｈ26・No.6) ……………… 神奈川県農業技術センター

　（ダイコンシンクイムシ）
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Ⅱ　９月の病害虫発生予報の内容とその根拠

程度 平年比
水稲 いもち病 少 並 1)

（穂いもち）
2)

3)

4) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（－）

紋枯病 少 並 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

トビイロウンカ 少 並 1) 巡回調査では、寄生は見られず、発生が平年並。（±）

2) 予察灯への飛来は、見られていない。（±）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

斑点米カメムシ類 少 やや多 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2) 予察灯への飛来量は、平年より多い。（＋）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

カンキツ 黒点病 少 やや少 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2) 県予察ほ（根府川）では、発生が平年より少ない。（－）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

かいよう病 中 やや少 1) 巡回調査では、果実での発生が平年よりやや少ない。（－）

（中晩柑類) 2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）
チャノキイロアザミウマ 少 並 1) 巡回調査では、発生が平年並。（±）

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

ミカンハダニ 少 並 1) 巡回調査では、発生が平年並。（±）

2) 県予察ほ（根府川）では、発生が平年より少ない。（－）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

ミカンサビダニ 少 並 1) 巡回調査では、発生が平年並。（±）

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

ナ シ 黒星病 少 やや少 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2) 県予察ほ（上吉沢）では、発生が平年並。（±）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

うどんこ病 中 やや少 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2) 県予察ほ（上吉沢）では、発生が平年より少ない。（－）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

ブドウ べと病 少 やや多 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや多い。（＋）

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

カキ うどんこ病 中 やや少 1) ７月の巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

※ 「発生量」･･････････････ 程度：甚＞多＞中＞少＞無　平年比：多＞やや多＞並＞やや少＞少

　　　　　　　　　　　　  　　「予報の根拠」 ････････ （＋）：多発要因　　（－）：少発要因

県予察ほ（根府川）では、春葉での発生が平年よりやや少、夏
秋葉で多、果実でやや少ない。（±）

県予察ほ（根府川）の粘着トラップでは、発生が平年より少な
い。（－）

県予察ほ（上吉沢）では、発病は見られず、発生が平年より少
ない。（－）

県予察ほ（上吉沢）では、発病は見られず、発生が平年より少
ない。（－）

作物名

（Ｈ26・No.6）

発生量
予 報 の 根 拠

巡回調査では､葉いもちの発病は見られず、発生が平年よりや
や少ない。（－）

巡回調査では､穂いもちの発病は見られず、発生が平年並。
（±）
いもち病常発地点での発病は見られず、過去の調査年と比べ
て発生が少ない。（－）

生育診断ほでは、平年に比べ草丈はやや高く、分けつ数はや
や多く、葉色はやや薄い。（＋）

病害虫名

病害虫情報 ……………… 神奈川県農業技術センター
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程度 平年比
果樹全般 カメムシ類 少 多 1) 巡回調査では、ナシ果実での発生が平年並。（±）

2)

3)

4)

5)

6) ヒノキ球果上のカメムシ寄生数は、成虫がやや少ない。（＋）

7)

8) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

チャ 炭疽病 少 並 1) 巡回調査では、発生が平年より少ない。（－）

2) 県予察ほ（寸沢嵐）では、発生が平年より多い。（＋）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

もち病 少 やや少 1)

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）
チャノキイロアザミウマ 中 並 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2) 県予察ほ（寸沢嵐）では、発生が平年より多い。（＋）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）
チャノミドリヒメヨコバイ 中 やや多 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや多い。（＋）

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

ハマキムシ類 少 並 1)

2) 県予察ほ（寸沢嵐）では、発生が平年より多い。（＋）

3) 予察灯（山北）の誘殺数は、平年より少ない。（－）

4)

5) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

チャノホソガ 少 やや少 1) 巡回調査では、発生が平年より少ない。（－）

2) 予察灯（山北）の誘殺数は、平年より少ない。（－）

3)

4) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

カンザワハダニ 中 並 1) 巡回調査では、発生が平年より多い。（＋）

2) 県予察ほ（寸沢嵐）では、発生が平年より少ない。（－）

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

※ 「発生量」･･････････････ 程度：甚＞多＞中＞少＞無　平年比：多＞やや多＞並＞やや少＞少

　　　　　　　　　　　　  　　「予報の根拠」 ････････ （＋）：多発要因　　（－）：少発要因

県予察ほ（寸沢嵐）では、発病は見られず、発生が平年並。
（±）

フェロモントラップの誘殺数は、山北では平年より少なく（－）、
県予察ほ（寸沢嵐）では平年より多い（＋）。

フェロモントラップの誘殺数は、山北では平年より少なく（－）、
県予察ほ（寸沢嵐）では平年並（±）。

県予察ほ（寸沢嵐）では、被害は認められず、発生が平年並。
（±）

予察灯へのチャバネアオカメムシの誘殺数は、県予察ほ（上吉
沢、根府川）、山北、伊勢原では平年より多い。（＋）

予察灯への誘殺数は、クサギカメムシが県予察ほ（上吉沢）で
平年よりやや多、山北で多、ツヤアオカメムシが県予察ほ（上吉
沢）で平年よりやや多、山北、伊勢原で多い。（＋）

巡回調査では、発病は認められず、発生が平年よりやや少な
い。（－）

巡回調査では、被害は認められず、発生が平年よりやや少な
い。（－）

自然環境保全センターが調査した今春のヒノキ花粉飛散数は、
平年よりやや多い。（＋）

ヒノキ球果上の吸汁痕（口針鞘）数は平年より多く、離脱分散の
目安を８月上旬に超えている。（＋）

作物名 病害虫名
発生量

予 報 の 根 拠

フェロモントラップへのチャバネアオカメムシの誘殺数は、県予
察ほ(根府川)で平年よりやや多く、南足柄で平年より多い。
（＋）

（Ｈ26・No.6）

 

 

病害虫情報 ……………… 神奈川県農業技術センター



－14－

程度 平年比
抑制トマト タバココナジラミ 少 やや多 1)

2)

3)

4) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

抑制キュウリ ミナミキイロアザミウマ 少 並 1) ナスの巡回調査では、発生が平年より少ない。（－）

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

促成イチゴ 炭疽病 少 並 1) 巡回調査では、育苗期の発生が平年より少ない。（－）

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

ナス ミナミキイロアザミウマ 少 並 1)
ミカンキイロアザミウマ 少 並

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

ハダニ類 少 並 1) 巡回調査では、発生が平年並。（±）

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

チャノホコリダニ 少 並 1)

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

ネギ ネギアザミウマ 甚 並 1) 巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

シロイチモジヨトウ － 並 1)

2) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

アブラナ科野菜 コナガ － 並 1)

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（±）

野菜全般 アブラムシ類 － やや少 1) ナスの巡回調査では、発生が平年より少ない。（－）

2)

3) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

ハスモンヨトウ － 並 1)

2)

3) ナスの巡回調査では、発生が平年並。（±）

4) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

オオタバコガ － やや多 1)

2)

3) ナスの巡回調査では、発生が平年よりやや少ない。（－）

4) 気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い予報。（＋）

※ 「発生量」･･････････････ 程度：甚＞多＞中＞少＞無　平年比：多＞やや多＞並＞やや少＞少

　　　　　　　　　　　　  　　「予報の根拠」 ････････ （＋）：多発要因　　（－）：少発要因

フェロモントラップへの誘殺数は、三浦は平年並（±）、横浜は
平年より少ない（－）。

県予察ほ（上吉沢）のフェロモントラップへの誘殺数は、平年よ
り多い。（＋）

県予察ほ（上吉沢）のフェロモントラップでの誘殺数は、平年より
多い。（＋）

県予察ほ（上吉沢）の黄色水盤への誘殺数は、平年より少な
い。（－）

フェロモントラップへの誘殺数は、三浦は平年より少なく（－）、
横浜は平年並（±）。

県予察ほ（上吉沢)のフェロモントラップへの誘殺数は、平年より
少ない。（－）

フェロモントラップへの誘殺数は、三浦は平年より多く（＋）、横
浜は平年より少なく(－）、伊勢原は平均より多い（＋）。

７月の露地トマト巡回調査では、タバココナジラミの発生が平年
並（±）、トマト黄化葉巻病の発生が平年並（±）。

野外設置の黄色粘着板へのコナジラミ類の誘殺数は、伊勢原
では過去６年平均より少ない。（－）

巡回調査では、ミナミキイロアザミウマ、ミカンキイロアザミウマと
もに発生が平年より少ない。(－）

巡回調査では、被害は見られず、発生が平年よりやや少ない。
（－）

フェロモントラップへの誘殺数は、横浜、三浦ともに平年並。
（±）

８月のナス巡回調査では、タバココナジラミの発生が過去７年平
均よりやや多い。(＋）

作物名 病害虫名
発生量

予 報 の 根 拠

（Ｈ26・No.6）
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Ⅲ　９月の気象予報（気象庁 地球環境・海洋部8月25日発表3か月予報）

〈天  　  気〉

〈要素別予報〉

低い（少ない） 平年並 高い（多い）

20% 40% 40%

20% 40% 40%

40% 40% 20%

* 8月21日発表1か月予報による

〈気象の経過〉［観測地　横浜地方気象台］

８月第５半旬まで

気温は、１,４～５半旬は平年より高く、２～３半旬は平年並だった。

降水量は、１,３～５半旬は平年より少なく、２半旬は平年より多かった。

日照時間は、１,４半旬は平年より多く、２～３,５半旬は平年並だった。

日 照時 間 *

気 温

降 水 量

天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。
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